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Cycle City Tokyo

～ 40代のお金に余裕がある方なので、
合致していますが、最近では20代の方
も増えてきていますし、女性読者も増えて
きているようです。自転車雑誌は本当に
マニアックなものなんです。何故かという
と日本の自転車の大半がママチャリユー
ザーで、それに比べると楽しむために乗
るスポーツバイシクルユーザーはまだまだ
かなり少ないんです。それにママチャリ
とでは自転車自体の価格も違います。マ
マチャリを卒業して、スポーツバイシクル
を楽しむ「大人の自転車生活入門書」が
BNです。
スポーツバイシクルユーザーは増えてい
るように思うのですが、部数に変化はあ
りますか?

売上部数は伸びています。前年比で
1 ～ 2割くらいでしょうか。これはBNだけ
ではないと思います。反対に車やバイク
雑誌は厳しい状況です。昔は自転車は
大人になったら乗らない卒業する乗り物
でしたし、ほとんどが、これは日本独特

「定性的」な趣味の側面が強い本来的な
サイクリングは、「自分が行きたいところに
行く」ものです。スポーツとしてみて、「定
量的」なレースごっこは、タイムや順位な
ど魅力がわかりやすいですが、誰かに教
わったもの、誰かがセッティングしたものを
なぞっているだけのような面があります。そ
うではなく最新ニュースとは無縁ですが、
自立したサイクル・ツーリストとして自転車
を楽しむことができる人がNCを通して増
えてくれるいいですね。それと、スポーツ
サイクルが増えることで、問題も出てきてい
ます。批判すべきはしなくてはならないで
すし、警鐘を鳴らすことも必要です。「自
転車界の良識」としての役割も果たしてい
ければと思っています。

の文化だと思いますが、歩道を走るママ
チャリでした。けれど、今では車道を走
るスポーツバイシクルをよく見かけますし、
ヘルメットを付けている人も普通です。こ
れは存在が認められてきている証拠だと
思います。それに、やはり移動手段とし
て、自転車はエコロジーだし、ヘルシーだ
し、エコノミーで悪いところが見つからな
い。そういった認識が浸透してきているん
でしょう。
これからの自転車社会はどうなっていく
と思いますか?

やっぱり自転車のいいところは自由なと
ころです。安全には気をつけなきゃいけ
ないけど、乗り物のなかで一番自由です。
でも今後、乗る人が増えて、自転車の台
数そのものが増えてきた時に何らかの問
題は出てくるでしょうね。これからの課題
は交通手段、移動手段として法的にもっ
と認められ、それに伴ってルールが整備
されること。それによって得ることもあれ
ば、捨てることもあると思います。もしか

text :堀江大祐（Media Surf Communications inc.）

自転車雑誌に聞く!
最近の自転車まわりの環境や意識の変化を聞くならば、自転車を見つ
め続けている雑誌が一番。ということで、創刊40数年の歴史を持ち、
日本で最初の自転車雑誌である『ニューサイクリング』と自転車の楽し
み方にファッションやエンターテインメントの要素を取り入れ独自のポジ
ションを築いている『バイシクルナビ』の二誌に話を聞いてきた。

『New Cycling』編集顧問
中堀剛さん

て作ってみたのですが、意外と思ってい
た以上に反響があって、それから季刊で
出版していくようになりました。当時は今
よりも社会派な渋い作りでした。その後、
ファッションやエンターテインメントの要素
も充実し、見て楽しい、かつ自転車の社
会的な側面も取り上げる自転車雑誌とし
て独特のファン層ができてきたように思え
ます。私は2003年から編集長になって、
2006年には季刊から隔月の発行になりま
した。
読者はどんな方が多いのですか?

読者層としては40代の方が多いです
ね。私たちが考えている対象読者も30

た方が亡くなりまして、その後自転車にあ
まり強くない方が経営されることになったん
です。そこで古株の読者やNCの流儀を
知っている人たちの代表として、当時の

いつでもどんな状況でも走れるオールラウ
ンドな小旅行車です。みんなオーダーで、
スタイルは70年代で止まっていますが、
史上最強のツーリング車を作り続けている
んです。ジェット機があるのに今でもプロ
ペラ機をチューンし続けている、というと
分かりやすいかもしれません。速く走るの
ではなく、地図を止まって見ながら、食
事もその土地土地で美味しいものを食べ
て、宿泊は旅館でします。本来のサイク
リングは峠越えが主流で、行き先によって
自転車を変えています。昔と変わったこと
言えば、道路が舗装が整備されているの
で、タイヤがだんだん細くなってきている
ことでしょうか。
ここ数年での読者数に変化はあります
か?

最近、読者は増えているようです。ス
ポーツ自転車ではないな、と思った人が
興味を持つようです。最新のものとレトロな
もの、追いかけるのであればレトロなもの
のほうが選択肢が多いですし、しっとり自
転車で旅行するのが大人の趣味としては
合っているのだと思います。読者も40代
以上の方が多いので、街中よりも地方を
好む傾向もあるのでしょう。
これからのNCの方向性は?
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すると今が一番自転車にとって楽しい時
期かもしれませんね。ピストによって若者
にも自転車熱が高まったし、ストリートカル
チャーとも融合が生まれています。BNで
は、ある意味ナンパな企画で、自転車の
楽しみを伝えつつ、これから自転車社会
が成熟していく次の段階では、社会派と
は言わないですが、自転車の存在自体を
考え、乗り方自体を問うようなこともしてい
きたいと考えています。

偉人、自転車を語る。

ルバート・アインシュタインは、かの有名な
相対性理論を自転車に乗りながら考えてい
たという。その彼が、人生と自転車をなぞ
らえて、こんな言葉を残している。「人生
とは自転車に乗るようなものだ。バランスを
保つためには，動きつづけなければいけな
い（ Life is like riding a bicycle. To keep 
your balance you must keep moving. ）」。
人生を、延 と々労苦が絶えない辛いもの
と表現しているようにも読めなくはないが、
見方を変えれば、人生についての希望を
語っていると捉えることもできる。「私は天
才ではありません。ただ、人より長く一つ
のことと付き合っていただけです（ It’s not 
that I’m so smart, it’s just that I stay with 
problems longer. ）」。こんな言葉も残して
いる彼は、人生は自らの力で進んでいくも
のだ、ということを伝えたかったに違いない。

とはいえ、漕ぎ続けなければならないの

はどうにもしんどい、と思う方にピッタリなの
が、ウィリアム・ゴールディングというイギリス
の作家の言葉だ。「人生という旅は、人が
自転車に乗るのと同じだ。動き出すために
は自転車に乗らなければならないし、時折
止まって自転車から降りて休む必要がある。
そして、自転車から降りなければ、いつか
倒れてしまう（ The journey of life is like 
a man riding a bicycle. We know he got 
on the bicycle and started to move. We 
know that at some point he will stop and 
get off. We know that if he stops moving 
and does not get off he will fall off. ）」。
何事もただひたすら頑張ればいいというも
のではない。途中で疲労困憊し、ばったり
倒れてしまっては元も子もない。こぐのに疲
れたら、自らの意思を持って止まる。そう
すればバランスを失って倒れることもない。
長くこぎ続けるためにこそ、休息が必要と
いうことだろう。

少し視点を変えて、イギリスの哲学者
で作家のアイリス・マードックのこんな言葉
を。「自転車は、人類が発明したなかで
最も文明的な交通手段だ。その他の交
通手段は、悪夢のように日々 膨張し続けて
いる。自転車だけが、今も純真さをたたえ
ている（ The bicycle is the most civilized 
conveyance known to man. Other forms 
of transport grow daily more nightmarish. 
Only  the  bicycle  remains  pure  in 

heart. ）」。『自助論（ Self-Help ）』のなか
で、サミュエル・スマイルズは「天は自ら助
くるものを助く（ Heaven helps those who 
help themselves. ）」と語っている。自助独
立、自由の精神を謳ったこの言葉は、多く
の人々の心をとらえ、西洋近代文明の普
及と発展を後押しした。だが、こと交通手
段に限ってみると、何とも皮肉な結果が起
きている。自動車の発明以降、人は、い
かに楽に、いかに早く、いかに遠くへ行け
るか、ということばかりを追求してきた。石
油を大量に消費し、排気ガスを撒き散らし、
人から運動する機会を奪い、時に人に危
害を加える凶器となる……。自動車は、多
くの利便性とともに、多くの負の側面をもた
らした。そして何より、自らの力で動く、と
いう自助独立を実践するための、最も分
かりやすい機会を奪ってしまった。人々は、
アクセルを踏むだけで手軽に移動できる利
便性を選択した。そして、それと引き換え
に、自助努力を放棄した。天に背を向け、
天の助けを拒んだというわけだ。現代の
環境問題は、そうしたことの結果、と言う
と穿った見方が過ぎるかもしれないが、自
転車を「最も文明的な交通手段」というマー
ドックの真意はここにあるはずだ。

スヌーピーの生みの親、チャールズ・シュ
ルツがこんなことを語っている。「人生は、
10段変速の自転車のようなもの。誰もが、
自分がもっているものの大半は使っていな

い（ Life is like a ten-speed bicycle. Most 
of us have gears we never use. ）」。人間
は未開拓の可能性に満ちている。ギアを
変えて走ってみると、それまでとは違った風
景が見えてくる。それは、一人の人間の生
き方に限った話ではない。人類は今、情
報化、グローバリズムの流れのなかで、トッ
プギアで走り続けている。だが、人類が進
むべき道も、速度も、決して一つではない。
そんなことを、シュルツの言葉は思い起こさ
せてくれる。

最後に、『宇宙戦争（ The War of the 
Worlds ）』に代表されるSF小説で有名な
H.G.ウェルズの言葉を。「自転車に乗った
人を見るたび、人類もまだそう捨てたもの
でもないじゃないなという気になる（ Every 
time I see an adult on a bicycle, I no 
longer despair for the future of the human 
race. ）」。昨今は、自転車に乗る人が増え
ている。世界的な不況や温暖化、健康志
向など、背景はいろいろあれど、まだまだ
人間捨てたものではない。ウェルズも、アイ
ンシュタインも、シュルツも、きっとあの世で
そう思っているに違いない。

text :萱原正嗣（カヤハラマサツグ）

人類が自転車に跨り200年近く。その歴史のなかで、
偉人たちが残した自転車についての数々の言葉。

「自転車に乗りながら考えていたんだ
（ I thought of that while riding my 
bicycle. ）」20世紀最大の物理学者、ア

連載の雰囲気を伝えるために私が編集顧
問をしているというわけなんです。創刊は
1963年1月で、最新号で547号目になり
ます。70年に『CYCLE SPORTS』が創
刊するまでは日本唯一の自転車雑誌で、
歴史は一番古いことになります。私が関わ
るようになったのは、70年代の終わりころ
からでした。
どんな内容になっているのでしょうか?

私たちの世代は旧来の伝統的な日本の
サイクリングの最後の世代なんです。次の
世代はスポーツサイクリングが主流です。
エコやヘルシーということで、大人になっ
て高い自転車を買って、自転車を「バイク」
と呼ぶ世代ですね。私たちの世代は昔な
がらのサイクリングというか、自転車に乗っ
たハイキング、自転車旅行が好きな自転車
マニアです。私はそれを「定量的」と「定
性的」といって分けています。「定量的」は
タイムや順位で、どれだけ速く走れるかと
いうレースごっこが主流な私たちの次の世
代。場所から場所までをどれだけ速く走
れるか。「定性的」は私たちの世代で、そ
の場所でどれだけ遊べるかが一番の楽し
み方です。後者がNCの読者になります。
どんな自転車に乗られるのですか?

私たちが乗るのはランドナーといって、

どのような経緯で創刊されたのでしょう
か?

もともとは車の雑誌で『 NAVI 』とい
うものがありまして、それは従来的な車
の性能とかハードの面ではなく、私たち
は「ソフトウェアの視点」と言っていたの
ですけど、楽しみ方や社会的な観点か
ら車を掘り下げたものです。その流れ
を汲んで2000年の6月に創刊したのが

『BICYCLE NAVI』（以下，BN）なんで
す。この時期はまわりの自動車好きの人
たちのなかで、自転車も好きという人たち
が実感として増えてきた時期でした。編
集部のなかでやりたい人間が集まってき

中堀さんと『New Cycling』（以下、NC）
の関わり方は?

2001年に今井彬彦さんという元編集長
で、その後もNCの編集顧問をされてい

『BICYCLE NAVI』編集長
河西啓介さん

Masatsugu Kayahara
もの書きの傍ら企画・編集にも携わる。昭和51年生ま
れ。京都大学法学部卒。IT企業に就職するも8年
で脱サラ。現在は環境、農業、仕事(働き方)につい
て筆を執る日々 を過ごす。
























